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1.は じめ に

日本祖語にはどのような母音が存在 したのであろうか。文献は、古事記、日本書紀、万葉集

など、上代(奈 良時代およびそれ以前)に まで しかさかのぼれない。 したがって、それ以前の

日本祖語を考えるには上代の母音体系をもとにさかのぼって再構するしか方法はない。

本稿では、まず 日本祖語の母音体系について代表的な学者の説を紹介 し、次に私の考えを、

上代東国方言による資料をもとに述べる。 しか し、それぞれの学説はみな上代の母音体系をも

とに考えているので、まずは上代にはどのような母音が存在していたかを簡単に解説する。

上代の母音体系を考察する上で大きな手がかりとなるのが、橋本(1931)に よる 「上代特殊

仮名遣」の発見である。橋本は、本居宣長(1798)の 「古事記伝」と宣長の弟子の石塚龍麿(1798)

による 「仮名遣奥山路」の研究をもとに、上代にはエ ・キ ・ケ ・コ ・ソ・ト・ノ ・ヒ・へ ・ミ・

メ ・ヨ・ロの13の かながそれぞれ次のように二種類に分けて使われていることを発見した(そ

れぞれ代表例を5つ ずつ挙げる。なお、「の」については 「ぬ」を後に改めたものである)。注1
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愛 ・衣 ・榎 ・荏 ・得

延 ・曳 ・要 ・枝 ・江

支 ・岐 ・伎 ・妓 ・吉

己 ・奇 ・気 ・貴 ・紀

計 ・稽 ・家 ・渓 ・啓

開 ・既 ・該 ・階 ・戒

古 ・故 ・枯 ・固 ・庫

許 ・巨 ・去 ・居 ・虚
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刀 ・斗 ・土 ・杜 ・渡

止 ・等 ・登 ・騰 ・藤
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比 ・卑 ・譬 ・必 ・賓

非 ・悲 ・肥 ・彼 ・被

幣 ・弊 ・平 ・陛 ・反

閉 ・倍 ・陪 ・杯 ・俳

美 ・弥 ・民 ・三 ・見

微 ・未 ・味 ・尾 ・箕

謎 ・綿 ・面 ・馬 ・女

米 ・毎 ・梅 ・妹 ・ 目

用 ・庸 ・遥 ・容 ・欲

余 ・与 ・誉 ・預 ・四

漏 ・路 ・露 ・楼 ・慮

呂 ・侶 ・稜 ・勒 ・里

(橋本1949:171-3)

この 区 別 が わ か っ た の は 、 それ ぞれ の 上 段 の 仮名(「 衣 」類 ・甲類)は あ る グル ー プ の 語 に

の み 、下 段 の仮 名(「 延 」類 ・乙類)は そ れ とは別 の グル ー プ の語 のみ に使 われ て い た か ら で あ

る。 た とえ ば、/ko/(子)や/hiko/(彦)な どの/ko/に は 「古 ・故 ・枯 ・固 ・庫 」 な ど

の グル ー プ の漢 字 が使 われ てい る の に対 し、/kokoro/(心)な どの/ko/に は 「許 ・巨 ・去 ・

居 ・虚 」な どの漢 字 が使 われ 、「古 」が/kokoro/の/ko/を 表 す の に使 わ れ た り、「許 」が/hiko1

の/ko/を 表 す の に使 われ る こ とは な か っ た 。 同 様 に、/kimi/(君)の/ki/に は 「支 ・岐 ・

伎 ・妓 ・吉 」 な どの漢 字 が使 わ れ 、/tuki/の/ki/に は 「己 ・奇 ・気 ・貴 ・紀 」 な どの 漢 字 が

使 わ れ 、 両者 が 混 同 され る こ とは な か っ た の で あ る。 なお 、 「衣 」類 と 「延 」類 の 区別 につ い て

は、 ア 行 母 音[e]と ヤ行 母 音[ye]の 区別 で あ り、他 の 甲 乙 の 区別 とは別 個 に考 え られ る。 した が

って 「上代 特 殊 仮名 遣 」 とい えば 、上 の キ ・ケ ・コ ・ソ ・ト ・ノ ・ヒ ・へ ・ミ ・メ ・ヨ ・ロ に 、

濁 音 の ギ ・ゲ ・ゴ ・ゾ ・ド ・ビ とモ を加 え て19の 仮 名 を指 す 。 モ につ い て は 、古 事 記(712

年)で は 区別 され て い るが 、 日本 書 紀(720年)で は 区別 が失 われ て い る。

甲 乙 の 仮 名 遣 い の 違 い は 、 音 韻 の 違 い を 表 し て い る と い う解 釈 が で き る 。 橋 本

(1942:116-20)は 「二類 の別 は 多分ieo等 の 母 音 の 附 い た もの と、 之 に似 た 中 間母 音 又 は

二 重 母 音 な ど の附 い た も の との差 で あ る ら しい 」 とい っ て い るが 、 金 田一(1938:411)は 次

の よ うな母 音 を提 示 した。

イ 列 音

甲類 一i

乙類 一ﾎ

工列音 オ列音

一e-o

一��

乙類 の母 音 はす べ て 中 舌母 音 で あ っ た と推 定 して い る。 も しもイ 列 音 、 工 列 音 、 オ列 音 の 母 音

が 中舌 母 音 で あ る とす る と、 上 代 の 母 音 体 系 は 次 の よ うに な る(i1・e1・01(甲 類)、i2・e2・

02(乙 類:)の 表 記 は松 本(1995)に よ る)。
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図1上 代 の 母 音 体 系

前 舌 中 舌 後 舌

狭i1,i2U

中e1,e201,02

広a

上 代 に は 、二種 類 の/i/、/e/、/o/に/u/と/a/を 加 え て人 種 類 の母 音 が 存在 しπ こ とに な る。

上 代 に 存 在 した8つ の母 音 は どの よ うに して で き た の か。 次 に 、 日本祖 語 の母 音 に 関す る い く

つ か の 学 説 を 紹介 す る。

2.日 本 祖 語 の 母 音 体 系 に つ い て の 学 説

こ こで は 、 大 野(1977)、Serafim(1977)、 服 部(1976)の 説 を それ ぞれ 紹 介 す る。

2.1大 野 晋 に よ る 四 母 音 説

大 野(1977:187-204)は 、 上代 の8母 音 の うち、a・u・02・11を 主 母 音 、e1・e2・i2・01

を 副 母 音 と して 区別 し、 副母 音 は主 母 音 の 融 合 に よ っ て で き た(ia一>e1、ai一>e2、oi一>i2、

ui一>i2、ua一>o,)と す る。 主母 音 と副母 音 に 分 け た4つ の根 拠 を次 に ま とめ る。

(1)e1・e2・i2・01と い う母 音 は 、a・u・02・i1に 比 較 し て 使 用 頻 度 が 極 め て 少 な い 。

ま ず 、 工 列 音(e1、e2)が ア ・イ ・ウ ・オ 列 音 に 比 べ て 次 の よ うに 少 な い 。

ア列音

イ列音

ウ列音

工列音

オ列音

12,120

9,633

6,415

3,838

9,941

28.9%

23.0%

15.3%

9.1%

23.7%

次 に 、 イ 列 音 で は 、i2がi1よ り も 極 め て 少 な い 。

キ ・ヒ ・ミ ・ギ ・ビ のi13,16089.5%

キ ・ヒ ・ミ ・ギ ・ビ のi237010.5%

さ ら に 、 オ 列 音 で は 、01が02よ り も極 め て 少 な い 。

コ ・ソ ・ ト ・ノ ・ヨ ・ロ ・ゴ ・ゾ ・ ドのo,1,03016.3%

コ ・ソ ・ ト ・ノ ・ヨ ・ロ ・ゴ ・ゾ ・ ドの025,28083.7%

(2)e1-e1、e2-e2、i2-i2、01-01と い う母 音 の 複 合 に よ っ て 語 根 を 形 成 す る こ と が 原

則 的 に な い 。 一 方 、a-a、u-u、02-02、i1-i1と い う母 音 の 複 合 に よ っ て 語 根 を 形

成 す る 例 は 次 の よ うに 数 多 く あ る 。

①a-aasa(朝)、ama(甘)、ara(荒)、awa(泡)、kasa(笠)

②u-uusu(臼)、usu(薄)、utu(現)、uru(愚)、udu(珍)

③02-0202ko2-ru(起)、02so2(遅)、ozsoz-ru(恐)、02to2-P�(劣)、ko2so2(助 詞)

④i1-ilmilmi1(耳)、ldlmi1(君)、siki,mi,(;樒)、 ㎞ilki1(忌 寸)、fi,fi,一 ㎞(響)
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(3)e1・e2・i2・01は 、 語 の 末 尾 か 途 中 に 現 れ る も の が 極 め て 多 い 。

(4)そ の 中 に はia一>e1、ai一>e2、02i一>i2、ui一>i2、ua一>01と い う 由 来 を 持 っ と推 定 で

き る も の が 少 な く な い 。 そ れ ぞ れ の 融 合 の 例 を 挙 げ る 。

融 合 例

ia>e1*saki-ari(咲 有)>sakeiri,*samuki-aku>samuk里ku

ai>e2*taka-iti(高 市)>takezti,*naga=ikii(長 息)>nagezkii(歎 き)

ui,oi>i2*kamui(神)>kamiz,*ko-i>kiz(木),

ua>oi*kazu-afez(数 合 へ)>kazoife,*tudu-afez(粒 合 へ)>tudoifez喋 勾

日本祖 語 にお い て は 、 主 母 音 の み が存 在 し、副 母 音 は主 母 音 の組 合 せ で で きた とい うの は理

に か な っ た 説 で あ る。 しか し、 す べ て の 副母 音 が主 母 音 の組 合 せ で 説 明 で き るわ け で は な い。

た とえ ば 、me2(目)は 「ま な ご」の よ うにmaが あ るの で*ma-iを 再構 し、融 合 に よっ てme2

に な っ た こ とが 考 え られ るが 、mel(女)は ㎡ とい う形 態 素 が な い の で*血 一aを 再構 す るの

は 無 理 が あ る。 ま た 、kuro1(黒)もkura(暗)が あ るの で*kura-uを 再 構 し、 融 合 に よっ て

kuro1に な った と考 え られ るが 、ko1(子)はkaと い う形 態 素 が な い の で*ka-uを 再構 す るの

は 無 理 が あ る。

2.2Serafimに よ る 十 母 音 説

Serafim(1977)は 、以 下 の よ うな十 の母 音 が 日本 祖 語 に あ っ た とい う仮 説 を 立 て て い る。

図2Serafimに よる日本祖語の母音体系(十 母音説)

前 舌

AC

狭i1

中e,

広a1

後 舌

BB

12

ezOz

az

L緩 母 音(1。x)」

緊 母 音(tense)

C

U

a

A

01

Aは 甲類、Bは 乙類の母音、Cは 甲乙の区別のない母音である。甲乙の区別が日本祖語にお

いてすでにあったとい う説で、前舌広母音の存在を仮説 として立てている点、それにさらに甲

乙の区別があったとい う点が特徴である。

前舌広母音a2の 存在を裏付けるのが次の動詞のペアである(Serafim1976:35よ り)。

狭

中

広

前 舌(自 動 詞)

sugiz _(過 ぎ)

fo2ro2bi2(*fo2ro2be2)(滅 び)

ake2(*akaz)(明 け)

後 舌(他 動 詞)

sugus(過 ぐす)

fo2ro2bos(滅 ぼ す)

akas(明 かす)
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三 つ の 自動 詞 の連 用 形 活 用 語 尾 の 母 音(前 舌 母 音)と 、 そ れ ぞ れ の 動 詞 の他 動詞 の語 幹 の最

後 の母 音(後 舌 母 音)が 対応 して い る。 後 舌 母音 の 高 さは 、u(「 狭 」)、o(「 中」)、a(「 広 」 で

あ る が 、 そ れ に対 応 す る前 舌 母 音 の高 さは 、i2(「 狭 」)、i2(「 狭 」)、e2(「 中」)で あ る。 も

し、後 舌 母 音 の 「狭 」「中」厂広 」に 前 舌 母 音 も 「狭 」「中 」厂広 」が 対応 す る とす れ ば 、i2(「 狭 」)、

e2(「 中」)、a2(「 広 」)と な る(「 中」 「広 」 につ いて は括 弧 内 に示 した)。

同 じ く前 舌広 母 音a2の 存 在 を裏 付 け る名 詞 のペ ア を次 に 挙 げ る。

狭

中

広

前 舌 後 舌

tukiz(月)tuku-yo(月 夜)

kiz(*ke2)(木)ko2-nure(木 末)

sake2(*sakaz)(酒)saka-du}d1(杯)

前 舌 後 舌

kami2(神)kamu-kaze(神 風)

fi2(*fe2)(火)fo-naka(火 中)

ame2(*ama2)(雨)ama-go2mo2ri(雨 籠)

被 服 形 の 最 後 の音 節 に含 まれ る後 舌 母 音 の高 さ は、u(「 狭 」、02(「 中 」)、a(「広 」)で あ る が 、

そ れ に対 応 す る前 舌 母 音 の 高 さは 、i2(「 狭 」)、i2(「 狭 」)、e2(「 中」)で あ る。 も し、後 舌

母 音 の 「狭 」「中」「広 」に前 舌 母 音 も 「狭 」「中 」「広 」が 対 応 す る とす れ ば 、i2(「狭 」)、e2(「 中」)、

a2(「 広 」)と な る(「 中」 「広 」 につ い て は括 弧 内 に示 した)。

十 の母 音 が バ ラ ン ス よ く並 び 、整 っ た 母 音 体 系 で あ る が 、前 舌 広 母 音alの 存在 を裏 付 け る の

が むず か しい の が 弱 点 で あ る。

2.3服 部(1976)に よ る六 母 音 説

次に、服部(1976:24,29,31)の 説を紹介する。服部は奈良中央方言における母音をもと

に、以下のような 日本祖語の母音を提示する。

図3日 本祖語から上代への母音変化

日 本 祖 語

*i

*e

*a

*a

*u

*o

*ai

*ia

*au

*ui
,ai

奈良中央方言

11

11

0z

a

u

u

e2

ei

O1

'12
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こ の よ うに服 部 は、大 野 に よ る母 音 融 合 説 を取 り入 れ つ つ(*aiが 乙類 の/e/に 、iaが 甲類 の/e/

に、auが 甲類 の/0/に な る)、 日本 祖 語 の*eと*iが 甲類 の/i/に 、*oと*uが/u/に 合 流 した と考

え る。 さ らに 、奈 良 中央 方 言 の 乙類 の/0/に つ い て は 、*aを 想 定 す る こ とに よっ て 、 次 の よ う

な 日本祖 語 にお け る母 音 体 系 を提 示 した。

図4服 部による日本祖語の母音体系(六 母音説)

前舌 中舌 後舌

狭iu

中a

中eo

広a

これ は バ ラ ンス の 取 れ た 体 系 で あ る。 さ らに、*oか ら/u/と 、*eか ら/i1/への 母 音 変 化 の 根 拠 と

して 奈 良 時 代 の 東 国 方 言 と現代 の 八 丈 島方 言 を挙 げ る(服 部1976:26,28よ り)。

祖 語

*tatu[終 止 亅

匚*tato[連 体]

祖 語

*nagasi[終 止]

匚*nagake[連 体]

tatu

[囃竺L_
tatu

C (奈 良朝 中央 方 言)一 一一>

tatu

tatsu

(現 代 八 丈 島 方 言)

tato

tatsu

(現代京都方言など)

nagasi一 一 一一一一一一一 一一一 一 一 一>nagai

[
(奈 良 朝 東 国 方 言)(現 代 八 丈 島 方 言)

nagake一 一一一一一一一一一一一一一一>nagake

コ
nagas1

[
(奈 良朝 中央 方 言)一 一一 一>nagai

nagaki(現 代 京 都 方 言 な ど)

2.4ま とめ

三人の学説の うち、まずSerafimの 十母音説はバランスがとれてはいるが、前舌広母音の存

在を証明することがむずかしい。大野の四母音説は主母音 と副母音を統計学的に分けて主母音

の融合によって副母音ができたとい う体系的に整理 された学説であるが、uaがoに なったと

する例の祖語形 「数合へ」厂粒合へ」の実例がないし、すべての副母音を融合によって説明する

ことはできない。最後に、服部の六母音説は大野の母音融合を認め、なおかつ 日本祖語に*eと

*oを 認 めている点が実例に即している。つま り、*me1(女)や*ko1(子)の ような母音融合

では考えられない形式を祖語に含めた点である。ただ、この*me1(女)や*ko1(子)は 奈良
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時代 にmi1やkuに は な らずme1、ko1の ま ま で あ っ た の で 、1.3の 服 部 の 表(日 本 祖 語 か ら奈

良 中 央方 言 へ の母 音 変 化)に*e≒>e1、 と*o一>01も 付 け加 え る と以 下 の よ うに な る。

図5日 本祖語か ら上代への母音変化(服 部の説をもとに)

日本祖語 奈良中央方言

*111

*eel

ia

*uu

*O

au

*a

ai

Ul,al

*a

01

a

e2

iz

oz

日本祖 語 に あ っ た六 母 音 の うち*i・*e・*oは す べ て奈 良 中央 方 言 の 甲類 の母 音i1・e1・01に 発

展 した。 ま た 、*eは 一 部 がi1に な る こ とに よっ て 、*iと と もにi1に 合 流(merge)す る と同 時

にi1とe1に 分 化(split)し た 。iaは*eと とも にe,に 合 流 した 。 同様 に して*oは 一部 がuに な

る こ とに よっ て 、*uと とも にuに 合 流 す る と同時 にuとOiに 分 岐 した。auは*oと とも にo,

に 合 流 した。

*oの 一 部 がuに 合 流 した こ と と
、*eの 一部 がi1に 合 流 した こ との証 拠 を次 の2節 で 示 した

い 。

3.母 音 変 化(*o>u、*e>i・)の 証 拠

第1節 で紹介 した中では、1.3の 服部の六母音説が最も有力であると考える。とい うのは、

服部は大野の母音融合説を取 り入れつっ、さらに八丈島方言や上代東国方言の例をもとにして

いるからである。ここでは、私の集めた東国方言 と中央(奈 良)方 言の音韻対応表をもとに、

日本祖語の母音*oがuに 合流した証拠を3.1で 、母音*eがilに 合流した証拠を3.2で 示す。

3.1*o>uの 証 拠

東国方言の01と 中央方言のUは 、動詞連体形ならびに助動詞 「む」の連体形活用語尾におい

て47例 、形態素の中において6例 、全部で53例 において対応 している。なお、詞書によっ

て東国方言の01が 起った国が特定できる場合は、その国の名を括弧内に入れた。

東 国01:中 央u(活 用 語 尾)(47例)

(Vol.14)araparo1:araparu(3414上 野),semo::semu(3418上 野),
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puro1:pure(3423上 野),semo1:semu(3426陸 奥),piko1:piku(3431相 模),

noraro,:noreru(3469),mo,:mu(3472),nemo,:nemu(3473),namo::ramu(3476),

tato,:tatu(3476),apo:apu(3478),nemo,:nemu(3494),aro,:aru(3509),

sino2pamo,:sino2pamu(3516),namos:ramu(3526),

yuko,no2su:yukuno2su(3541),pararo,:pareru(3546),namo::ramu(3552),

moponozsu:mopunasu(3552),mato,no2su:matunasu(3561),

mato,moz:matumo2(3561),namo,:ramu(3563)

(vol.20)milmo1:mi,mu(4329相 模),papo:papu(4352上 総),

wataramo,:wataramu(4355上 総),mukamo1:mukelmu(4359上 総),

wasuremo::wasuremu(4367常 陸),demo1:demu(4383下 野),

yukolsaki1:yukusaki,(4385下 総),tamapo:tamapu(4389下 総),

yukamo,:yukam11(4406上 野),mi,temo,:mi,temu(4415武 蔵),

otimo::otim皿(4418武 蔵),mo,pamo::mo、pam11(4419武 蔵),

papo:papu(4421武 蔵),nemo1:nemu(4422武 蔵),mi,mo,:milmu(4423武 蔵)

東 国01:中 央u(形 態 素 内)(6例)

(Vo1.14)wosagi,:usagi,(3529),ayapokadoz:ayapukedoz(3539)

semiてdo1:si血1du(3546),sugolsamu:sugusamu(3564)

(Vol.20)nanipato1:nanipat皿(4380下 野),

popomaredo2:pupume,redo2(4387下 総),

01の起った国が特定できる例が全部で21例 ある。その うち活用語の連体形は11例 である。一

方同じ東国において、中央方言と同じく動詞助動詞の連体形や形態素内にu語 尾が起 り、国が

特定できる例も23例 ある。それぞれの例を国別に示す。

国

下野

上総

上野

一〇, 一u

多 志 塰 毛 等 伎 尓(MYS-20-4383)

tas-ide-m-o,to2ki,ni

stand-goout-TENT-ATTRtimeCONJ

奈 尓 波 刀 乎(MYS-20-4380)

Nanipa-to,wo

Naniwa-portACC

波 保 麻 米 乃(MYS-20-4352)

pap-omame2no2

crawl-ATTRbeanGEN

安 良 波 路 萬 代 母(MYS-14-3414)美 留 比 等 奈 思 尓(MYS-14-3405)

arapar-o,mademozmi,一rupi,to2nasini

appear-ATTRextentEMPHsee-ATTRpersonnotexistCONJ
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降 路 与 伎 能(MYS-14-3423)

pur-olyo2ki,noz

fall-ATTRsnowGEN

由 加 毛 比 等 母 我(MYS-20-4406)

yuk-am-o,pi,to2mo2ga

go-TENT-ATTRpersonDESD

武 蔵 美 祢 波 保 久 毛 乎(MYS-20-4421)

minepap-okumo,wo

peakcrawl-ATTRcloudACC

下総

常陸

由 古 作 枳 尓(MYS-20-4385)

yuk-o,saki,ni

go-ATTRfrontLOC

和 須 例 母 之 太 波(MYS-20-4367)

wasure-m-o:sidapa

forget-TENT-ATTRtimeTOP

相 模 比 古布 祢 乃(MYS-14-3431)

pi,k-o,pupenot

draw-ATTRboatGEN

目本祖語の母音体系

多 都 努 自 能(MYS-14-3414)

tat-unozzinot(3414)

stand-ATTRrainbowGEN

布 久 日布 加 奴 日(MYS-14-3422)

puk-upi,puk-an-upi,

blow-ATTRdayblow-NEG-ATTRday

等 夫 登 利 乃(MYS-14-3381)

to2b-utozrinot

fly-ATTRbirdGEN

多 比 由 苦 世 奈 我(MYS-20-4416)

tabi,yuk-usenaga

tripgo-ATTRhusbandNOM

由 可 牟 古 馬 母 我(MYS-14-3387)

yuk-am-uko,mamozga

go-TENT-ATTRcoltDESD

伊 伎 豆 久 伎 美 乎(MYS-14-3388)

iki,duk-uki,mi,wo

breathe-ATTRyouACC

可 加 奈 久 和 之 能(MYS-14-3390)

kakanak-uwasinot

ONMPcry-ATTReagleGEN

多 都 登 利 能(MYS-14-3396)

tat-uto2nno2

stand-ATTRbirdGEN

多 々 牟 佐 和 伎 尓(MYS-20-4416)

tat-am-usawak-i,ni

stand-TENTATTRbenoisy-INFCONJ

由 可 牟 加 利 母 我(MYS-20-4366)

yuk-am-ukarimo2ga

go-TENT-ATTRwildgooseDESD

之 多 布 久 可 是 乃(MYS-20-4371)

sitapuk-ukazenot

underblow-ATTRwindGEN

佐 須 和 奈 乃(MYS-14-3361)

sas-uwananoz

setup-ATTRtrapGEN
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美 毛 比 等 母 我 毛(MYS-20-4329)

mi,一m-o,pi,tozmozgamo,(4329)

see-TENT-ATTRpersonDESD

安 我 世 武 比 呂 乎(MYS-20-4329)

a-gase-m-upi,rozwo

I-GENdo-TENT-ATTRdayACC

美 流 波 々 奈 之 尓(MYS-20-4330)

mi,一rupapanasini

see-ATTRmothernotexistCONJ

駿河

信濃

遠江

阿 佐 許 求 布 祢 波(MYS-14-3430)

asakozg-upupepa

morningrow-ATTRboatTOP

美 豆 久 白 玉(MYS-20-4340)

mi,duk-usira-tama

besoaked-ATTRwhite-ball

奈 久 許 恵 伎 氣 婆(MYS-14-3352)

nak-ukozweki,k-ezba

cry-ATTRvoicehear-CONS.GER

安 布 許 等 可 多 思(MYS-14-3401)

ap-uko2to2katasi

meet-ATTRthingbedifficult

奈 久 古 良 乎(MYS-20-4401)

nak-uko,rawo

cry-ATTRchildACC

等 能 妣 久 夜 麻 乎(MYS-20-4403)

to2no2bi,k-uyamawo

trail-ATTRmountainACC

乃 牟 美 豆 尓(MYS-20-4322)

no2m-umi,duni

drink-ATTRwaterLOC

多 妣 由 久 阿 礼 波(MYS-20-4327)

tabi,yuk-uwarepa

tripgo-ATTRITOP
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01語 尾 とu語 尾 の数 を国 ご と に示 した の が 次 の表1で あ る。

表1:東 国方 言 国 ご との 一〇iと 一uの 数

国/語 尾 一〇1-U 合計

A下 野20 2

上総10 1

B上 野33 6

武蔵12 3

下総11 2

常陸16 7

相模23 5

C駿河02 2

信濃04 4

遠江02 2

合計1123 34

こ の結 果 か ら東 国 を、 一〇1のみ が起 る地 域A(下 野 ・上 総)、 一〇1とuが 起 る地 域B(上 野 ・武

蔵 ・下総 ・常 陸 ・相 模)、 一uの み が 起 る地 域C(駿 河 ・信 濃 ・遠 江)の 三 つ に分 け る こ とが で

き る。 次 の 地 図1に 、 この 三 つ の 地 域 を示 す 。

中央 の 奈 良で は一u語 尾 の み が起 っ て い る。 中央 か ら最 も近 い 地 域Cで も一u語 尾 のみ が起 り、

中央 か ら最 も遠 い 地域Aで は 一〇,語尾 のみ が起 り、 そ の 中間 の 地 域Bで は一〇1語尾 と一u語 尾 の

両 方 が 起 って い る。 この分 布 に よっ て次 の よ うな こ とが 考 え られ る。

まず一〇1語尾が中央に起 り、中央から次第に東に広ま りすでに東国の東のはてまで広がってい

た。次に一u語尾が中央に起 り、中央か ら次第に東に広まっていき、それは地域Cに まで達

197



日野 資成

して い た 。 地 域Bに も達 しつつ あ っ た が、 地 域Aに は達 して い なか った 。

この よ うに 、 東 国 地 方 の01語 尾 とU語 尾 の 分布 は 、01か らUへ の母 音 変 化 を物 語 って い る。

3.2*e>i・ の証 拠

東国方言のe1と 中央方言のi1は 、形容詞の連体形活用語尾において18例 、形態素の中にお

いて3例 、全部で21例 において対応 している。なお、詞書によって東国方言のe,が 起った国

が特定できる場合は、その国の名を括弧内に入れた。

東 国e1:中 央i1(活 用 語 尾)(18例)

(Vol.14)kanasike1:kanasiki,(3412上 野),to2kelyasuke1:to2ke2yasuki1

(3483),uraganasike,:uraganasiki,(3500),kanasike,:kanasiki,(3517),

kanasike,:kanasiki,(3533),kanasike,:kanasiki,(3548),

kanasike,:kanasiki,(3551),nayamasike,:nayamasiki,(3557),

kanasike,:kanasiki,(3564),kanasike,:kanasiki,(3576),

(Vol.20)ke1:ki1(4337駿 河),kanasike1:kanasiki,(4369常 陸),

kanasike1:kanasiki1(4369常 陸),kuyasike::kuyasiki,(4376下 野),

asike::asiki,(4382下 野),nagake::nagaki1(4394下 総),

utukusikes:utukusiki,(4414武 蔵),sumilyo,ke::sumi,yo,ki1(4419武 蔵)

東 国e1:中 央i1(形 態 素 内)(3例)

(VoL14)semi,do,:simi,du(3546),

(Vol.20)sake:ku:sakilku(4368常 陸),sake2ku:sakilku(4372常 陸),

e1の起った国が特定できる例が全部で10例 ある。一方同じ東国において、中央方言と同じく

形容詞の連体形や形態素内にi1が 起 り、国が特定できる例も11例 ある。それぞれの例を国別

に示す。

国

下野

上野

一e,

伊 麻 叙 久 夜 之 氣(MYS-20-4376)

imazozkuyasi-ke:

nowKPTregret-ATTR

阿 志 氣 比 等 奈 利(MYS-20-4382)

asi-keYpi,to2nar-i

bad-ATTRpersonCOP-FIN

可 奈 師 家 兒 良 尓(MYS-14-3412)

kanasi-ke:ko,rani

pretty-ATTRchildLOC

一li

曽 能 可 抱 与 吉 尓(MYS-14-3411)

sozno2kapoyo-ki,ni

thatfacegood-ATTRCOP
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武蔵

下総

常陸

駿河

遠江

日本祖語の母音体系

宇 都 久 之 氣(MYS-20-4414)

utukusi-keY

pretty-ATTR

須 美 与 氣 乎(MYS-20-4419)

sum-i,一yo2-ke:wo

live--NF-good-ATTRACC

奈 賀 氣 己 乃 用 乎(MYS-20-4394)

naga-ke:koznozyo,wo

long-ATTRthisnightACC

可 奈 之 家 伊 母 曽(MYS-20-4369)

kanasi-ke,imo2sot

pretty-ATTRwifeACC

佐 氣 久 阿 利 麻 弖(MYS-20-4368)

sakez-kuar-i-mat-e

happy-ADVexist-INF-wait-IMP

佐 祁 久 等 麻 乎 須(MYS-20-4372)

sake,一kutozmawos-u

happy-ADVDEFsay.HUM-FIN

毛 能 波 須 價 尓 弖(MYS-20-4337)

mo,no2p-az-uke,一n-ite

thingsay-NEG-ATTRcome-PERF-GER

己 許 太 可 奈 之 伎(MYS-14-3373)

ko2ko2dakanasi-ki,

verysad-ATTR

登 吉 奈 伎 母 能 乎(MYS-14-3379)

to2kil.na-ki,mo2no2wo

timenotexist-ATTRthingACC

麻 可 奈 之 伎(MYS-20-4413)

ma-kanasi-ki,

very-pretty-ATTR

曽 能 可 奈 之 伎 乎(MYS-14-3386)

so2nozanass-ki,wo

thatpretty-ATTRACC

加 奈 思 伎 見 呂 我(MYS-14-3351)

kanasi-ki,ko,ro2ga

pretty-ATTRchildNOM

之 氣 吉 許 能 麻 欲(MYS-14-3396)

.
sige2-ki,koznozmayo2

dense-ATTRtreeGENspaceEXCL

可 具 波 志 伎(MYS-20-4371)

ka-gupasi-ki,

smell-good-ATTR

伊 夜 等 保 奈 我 伎(MYS-14-3356)

iyato2ponaga-ki,

verylong-ATTR

已 麻 叙 久 夜 志 伎(MYS-20-4337)

imazogkuyasi-ki,

nowKPTregret-ATTR

可 之 古 伎 夜(MYS-20-4321)

kasiko,一ki,ya

gracious-ATTREXCL
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e1語 尾 と一11語尾 の数 を国 ご とに示 した の が次 の表2で あ る。

表2:東 国方 言 国 ご との一e,と 一i1の数

国/語 尾 一e1.i1 合計

A下 野20 2

B上 野11

武蔵23

下総11

常陸33

駿河12

2

5

2

6

3

C遠 江Ol 1

合計1011 21

この 結 果 か ら東 国 を、一e1のみ が起 る地 域A(下 野)、 一e1とi1が 起 る地 域B(上 野 ・武 蔵 ・下 総 ・

常 陸 ・駿 河)、 一i1のみ が 起 る地 域c(遠 江)の 三 つ に分 け る こ とが で き る。 次 の 地 図2に 、 こ

の三 つ の地 域 を示 す 。

地図2東 国の三つの地域

中 央 の奈 良 で は 一i1語尾 の み が 起 って い る。 中央 か ら最 も近 い地 域cで も一i1語尾 の み が起 り、

中 央 か ら最 も遠 い 地 域Aで は一e1語尾 の み が 起 り、そ の 中 間 の地 域Bで は 一e,語尾 と一i1語尾 の 両

方 が 起 っ て い る。 この 分布 に よっ て 次 の よ うな こ とが考 え られ る。

まず一e1語尾が中央に起 り、中央から次第に東に広まりすでに東国の東のはてまで広が

っていた。次に一i1語尾が中央に起 り、中央から次第に東に広まっていき、それは地域

Cに まで達していた。地域Bに も達 しっっあったが、地域Aに は達 していなかった。

この よ うに 、東 国地 方 のe1語 尾 とi1語 尾 の分 布 は 、e1か らi1へ の母 音 変 化 を物 語 っ てい る。

この 結 論 は 、次 の北 条(1966:38)に よ る記 述 か ら ヒ ン トを得 た もの で あ る。

形 容 詞 連 体 形 一 ケ は従 来 は簡 単 に 一キ の 訛 形 と して 扱 は れ て 来 た が 、 比較 方 言 学 的 立場
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で考察を加えれば、む しろキの前形として考へるべきであって、一中略一。東国語では

全般的に言へば(か う称したのは東国12国 さらにそれが地域的に細分されるのでA地

域ではケのみ、B地 域ではキのみ、C地 域ケ ・キ並存、といふや うなことが実際には考

へ られるからである)ケ ・キの両者並存時代と言ふことができる。キの成立は東国に於

ける独 自のものでなく、中央語の伝播浸透 と考へられる。

3.3ま と め

東 国地 方 にお け る01とuの 分 布 状 況 、e1とi1の 分 布 状 況 か ら、2.1で は01か らuへ の 母 音 変

化 を 、2.2で はelか らi1へ の母 音 変 化 を論 じて き た。 こ の 二 つ の 分布 を 次 の表3に ま と め る。

表3東 国 方 言 国 ご と のo1・uとe1・iiの 数

国/語 尾 一〇, 一U 一e, 一i, 一〇,/一e, 一u1-h

A下 野 2 0 2 0 4 0

上総 1 0 0 0 1 0

B上 野 3 3 1 1 4 4

武蔵 1 2 2 3 3 5

下総 1 1 1 1 2 2

常陸 1 6 3 3 4 9

相模 2 3 0 0 2 3

駿河 0 2 1 2 1 4

C信 濃 0 4 0 0 0 4

遠江 0 2 0 1 0 3

合計 11 23 10 11 21 34

この 結 果 か ら東 国 を 、一〇1・一e1のみ が 起 る地 域A(下 野 、 上 総)、 一〇1・一e1と一u・一i1が起 る地 域

B(上 野 ・武 蔵 ・下 総 ・常 陸 ・相 模 ・駿 河)、 一u・一i1のみ が 起 る地 域C(信 濃 ・遠 江)の 三 つ に

分 け る こ とが で き る。 次 の地 図3に 、 こ の 三つ の地 域 を示 す 。

ご つ
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中央 の奈 良 で はu・ 一11語尾 のみ が起 って い る。 中央 か ら最 も近 い 地域cで もu・ 一i1語尾 のみ が

起 り、 中央 か ら最 も遠 い 地域Aで は一〇1・一e,語尾 のみ が 起 り、 そ の 中 間 の 地域Bで は一〇・一e,

語尾 と一U・一i1語尾 の 両 方 が 起 っ て い る。 こ の分 布 に よ って 次 の よ うな こ とが考 え られ る。

まず 一〇,・一e1語尾 が 中央 に 起 り、 中 央 か ら次 第 に東 に広 ま りす で に東 国 の 東 の は て ま で広

が っ て い た。 次 に一u・一i1語尾 が 中央 に 起 り、 中央 か ら次 第 に東 に 広 ま っ て い き 、 それ は 地

域Cに ま で 達 してい た。 地域Bに も達 しつ っ あ った が 、地 域Aに は 達 して い な か っ た 。

この よ うに 、東 国 地方 の01語 尾 とu語 尾 の分 布 、e1語 尾 とi1語 尾 の 分 布 は 、01か らuへ の母 音

変化 、e,か らi1へ の母 音 変 化 を物 語 っ て い る。

す で に1.3で も述 べ た よ うに 、服部(1976)は 、現 代 人 丈 島方 言 の 動 詞 連 体 形[iko](行 く)、

[taso](足 す)、[tato](立 つ)と 形容 詞 連 体 形[amake](甘 い)、[karake](辛 い)、[nagake]

(長 い)を 、 上 代 東 国 方 言 の 動 詞 形 容 詞 連 体 形 の 古 形 を 保 持 す る も の と して 挙 げ て い る 。

Thorpe(1983:235)も[iko](行 く)と[okiro](起 き る)の 例 を 挙 げ 、 同 じ指 摘 を して い

る。 これ ら の八 丈 島 方 言 の 形 式 は 、 二っ の母 音 変 化 の有 力 な根 拠 とな ろ う。

また 、 これ らの母 音 変 化 が01・e1と い う甲類 の 母 音 の み に 起 き て い る こ と も注 目に値 す る。

主 母 音 の組 み 合 わせ で で きた 乙類 の母 音e2・02が それ ぞれ 主 母 音/i/・/u/に 変 化 す る こ とは 考 え

に くい か ら で あ る。

3.4東 国方 言 一古 さ と新 し さ と

2.1で 取 り上げた動詞助動詞の語尾一〇と2.2.で 取 り上げた形容詞語尾一eは、どちらも東国方

言における古い音韻であることを論じてきた。一方東国方言には、奈良方言よりも新 しい と考

えられる音韻もある。古さだけでなく、新 しさの可能性 もここでは追求 してみよう。

次の表4は 、東国(左 側)と 中央の奈良(右 側)の 問のそれぞれの母音対応のうち、左側の

母音を含む語が東国のそれぞれの地方に起る頻度を示したものである(括 弧内の数字はそれぞ

れの母音対応の総数を示す)。

表4東 国 と中央 の母 音 対 応 の分布

A群

01:u(22)陸 奥1,下 野2,上 総3,上 野4,武 蔵6,下 総3,常 陸1,相 模2

e1:i1(13)下 野3,上 野1,武 蔵2,下 総1,常 陸4,駿 河2

B群

i:a

a:oz

ii:ei

u:oz

ez:02

02:ez

U:01

(6)

(5)

(7)

(6)

(12)

(6)

(15)

相 模6

下 野4,上 野1

武 蔵2,相 模1,駿 河4

上 野1,武 蔵2,信 濃3

陸 奥1,下 総1,駿 河9,遠 江1

下 総1,駿 河2,遠 江2,信 濃1

下総3,常 陸6,駿 河1,遠 江4,S信 濃1
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A群 は2.1と2.2で 取 り上 げ た 母 音 対 応 の分 布 、B群 は そ れ 以 外 の 分布 で あ る。A群 の 二 つ

の母 音 対 応 の分 布 の 特 徴 は 、東 国 の西 側 の 国 々(遠 江 、信 濃 、駿 河)が 全 くな く、 真 中 と東 の

み で 起 る対 応 で あ る とい うこ とで あ る。 この よ うな分 布 は東 国 の母 音 が古 い こ と を物語 っ て い

る こ と は2.1、2.2で 証 明 した。

一 方
、B群 に あ る母 音 対 応 の分 布 はi:aが 相模;のみ 、a:02は 東 側 の 国 のみ(下 野 、 上 野)と

い う偏 った 分 布 を見 せ 、 さ らにi1:e1は 駿 河 ・相模 ・武 蔵 とい う連 続 した真 中の 国 の み に 起 っ

て い る。u:02に つ い て も武 蔵 ・上 野 ・信 濃 とい う連 続 した 地 域 に起 って い る。e2:02に っ い て

は駿 河 と遠 江 とい う連 続 した 地 域 と、 下 総 、陸 奥 とい う離 れ た 地 域 に 起 っ て い る。02:e2も 駿

河 ・遠 江 ・信 濃 とい う連続 した 地域 と離 れ た 下 総 に起 っ て い る。U:01に つ いて も東 側 の 下 総 ・

常 陸 とい う連 続 した 地 域 と西 側 の駿 河 ・遠 江 ・信 濃 とい う連 続 した地 域 が 互 い に 離 れ て い る。

東 国の 古 い 音 韻 の 分布 を表 すA群 の 分 布 に対 して 、あ る地 域 の み に固 ま っ て 起 っ た り、離 れ た

地 域 に起 る とい うB群 の分 布 は 、東 国 の新 しい 音韻 を表 してい る とい え るの で は な い だ ろ うか。

4.お わ りに

以上、 日本祖語の母音体系はどのようであったかについて、先行する学者の説を踏まえつつ

考察してきた。現時点では服部の六母音説 を支持したい。バランスも取れているし、母音の融

合によって奈良時代の八母音 も説明できるからである。 日本祖語か ら上代にいたる母音変化を

もう一度図示する。

図5日 本祖語から上代への母音変化(服 部の説をもとに)

これらの母音変化の実例を示そう。

母 音 変 化

*i>i1

*e>i1

例

rrliti>rrli1ti

utukusike,>utukusiki,

意味

道

美 しき
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*e>el

ia>e,

*u>u

*o>u

au>o,

*a>a

ai>ez

ui,ai>i2

*a>oz

yamabe>yamabe,

saki-ari>sake,ri

saku>saku

yuko,raki,>yukusaki,

kura-u>kuro,

aki1>aki,

taka-iti>take2ti

kamui>kamiz

kora>koroz

山辺

咲けり

咲く

行 く先

黒

秋

高市

神

子ろ

これ らの うち 、 「*i>i1」 「*e>e1」 「*u>u」 と 厂*a>a」 につ い て は全 く変 化 の な い

もの 、 「*e>i,」 と 「*0>U」 につ い て は東 国 方 言 の 例 で 証 明 した もの 、 厂ia>e1」 と 厂ai

>e2」 厂ui,ai>i2」 につ い て は 融合 の典 型 的 な も の 、 「au>01」 の語 尾 一uと 「*a>02」

の*aは 推 定 の 母 音 で あ る。

東 国方 言 に よ る和 歌 の 、 形 態 素 につ け た省 略 記 号 は以 下 の とお りで あ る。

ACC:accusative対 格

ADV:adverbial連 用

ArTR:attributive連 体

CONJ:conjunctive接 続 助 詞

CONS.GER:consecutivegerund確 定 条 件

COP:copula繋 辞

DEF:defective欠 如 詞

DESD:desiderative願 望

EMPH:emphatic強 調

EXCL:exclamatory感 動

FIN:final終 止

GEN:genitive属 格

GER:genmdテ 形

HUM:humble謙 譲

IMP:imperative命 令

INF:infinitive連 用 形 名 詞

KPT:kakariparticle係 助 詞

LOC:locative場 所 格

NEG:negative否 定

NOM:nominative主 格

ONMP:onomatopoeia擬 音 語
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PERF:perfective完 了

TENT:tentative推 量

TOP:topic話 題

注1:橋 本(1931)で 「ぬ 」 と読 まれ て い た の が 、橋 本(1932)で 「の」 に改 め られ た 。
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AReconstructionoftheProto-JapaneseVowelSystemontheBasis

oftheDatafromEasternOldJapanese

HINGSukenari

FukuokaJogakuinUniversity

Keywords:proto-Japanese,specialorthographyinOldJapanese,fusion,Easterndialect,

attributive

*Thispaperproposesaproto-Japanese(PJ)vowelsystembasedonHattori

(1976)andthedatafromtheEasterndialectofOldJapanese(OJ).Hattori

presentsasixvowelsystemwith*i,*e,*u,*o,*aand**inPJ,whichbecame

aneightvowelsysteminOJthroughfusionsandraisingsasshowninFigure1.

However,notall*iaand*aubecamee*ando*,respectively.Someof*eand*o

musthavestayedthesameinOJ.IhaverevisedFigurelandnowpropose

Figure2.

Figure1(VowelchangefromPJtoOJ) Figure2(VowelchangefromPJtoOJ,revised)

MydatafromOJshowthevowelraisingsfrom

*etoiand*oto'u .
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